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　会員の皆さまにはますますご清祥の
こととお慶び申し上げます。
 
　ここに第80期の業績をご報告させ
ていただくにあたり、日頃のご支援と
ご愛顧に対しまして心より厚くお礼申
し上げます。
 
　令和４年度の日本経済は、新型コロ
ナウイルス感染症の沈静化を受けて外

出活動が持ち直したことで、サービス消費は回復の勢いを取
り戻してきましたが、一方で世界経済の減速や半導体サイク
ルが調整局面に入ったこともあり輸出が伸び悩み、製造業を
中心に企業活動が停滞する結果となりました。今後につきま
しては、個人消費はコロナ禍前の水準近くまで回復するもの
と思われますが、主要国の中央銀行による利上げの影響で欧
米経済は減速傾向で推移する可能性が高く、機械類や電子部
品の輸出は弱い動きが続くと見られます。このように、当面
強弱要因がせめぎ合う格好となり、国内景気は方向感を見
極めにくい展開が続くとみられますが、グリーン（GX）と
デジタル（DX）に関連した企業の投資需要は底堅いことや、
個人消費を支えに景気は回復の動きを維持するものと思われ
ます。
 
　このような状況下における当金庫の決算の状況についてご
報告いたします。預金につきましては、個人預金などの流動
性預金が増加し、期末残高は前期比70億円増加の5,786億円
となりました。貸出金につきましては、伴走型の資金繰り支
援等により事業先向け貸出が増加したことで、期末残高は
92億円増加の2,424億円となりました。損益状況につきまし
ては、貸出金ボリュームの増加に伴う貸出金利息収入の増加
や経費の削減等により経常利益は前期比１億３千万円増加の
８億２千万円となりました。当期純利益は、90周年事業関
連に伴い特別損失が増加したものの、前期比１億２千万円増
加の６億３千万円となりました。

ごあいさつ



　自己資本比率につきましては、自己資本額、リスク・アセッ
ト共に増加となりましたが、自己資本額の増加率がリスク・
アセットの増加率を上回ったため、前期比0.19ポイント上
昇し、11.00％となりました。今後もお客さまにご安心して
お取引いただけるよう自己資本の充実を図り、健全経営に努
めてまいります。
 
　さて、当金庫は、昨年11月15日に創立90周年を迎えるこ
とができました。これもひとえに、地域の皆さまのご支援、
ご愛顧の賜物と心から感謝申し上げます。
　当金庫では、令和14年（2032年）の創立100周年に向け、
持続可能で安定的な成長と組織力を構築していくために、「長
期経営ビジョン2032」を令和２年度に策定し、併せて新た
に「中期３ヵ年経営計画 １st STAGE」を策定し取り組んで
おります。その３年目となる令和５年度事業計画では、重点
課題として①お客さま目線の課題解決型金融の実践・強化、
②生産性・効率性向上による持続可能で安定的な収益構造の
構築、③経営理念・ビジョンの実現に向けた人財育成・経営
管理態勢の強化の３項目を掲げ、お客さまの資金ニーズへの
対応だけでなく本業支援などを通じてお客さまや地域の発展
に貢献し、共に持続的に発展できるよう尽力してまいります。
 
　迎えました令和５年度は、アフターコロナ期に移行する中
で、景気の緩やかな回復が期待されますが、原材料価格の高
騰等により地域の事業者を取り巻く経営環境は依然として厳
しい状況が続くものと予想されます。当金庫は、地域金融機
関としての使命を忘れず、「地元になくてはならない信用金
庫」として強くご支持がいただけるよう、役職員一同一層の
努力を重ねる所存でございます。
 
　何卒、今後とも変わらぬご支援とご愛顧を賜りますよう衷
心よりお願い申し上げます。

　令和５年６月
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理 事 長 尾 上  達 也尾 上  達 也
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●●● ●●●総代会、庶務事項等に関する事項
総代会に関する事項

■通常総代会
令和４年６月27日、令和４年度通常総代会をホテ
ルサンライフガーデン「江陽の間」において開催
し、第79期業務報告、貸借対照表及び損益計算書
の件について報告するとともに、下記の件を決議
した。
出席総代102名
第１号議案　 第79期剰余金処分案承認の件
第２号議案　定款第15条に基づく会員除名の件
第３号議案　 任期満了に伴う理事及び監事選任の

件
第４号議案　 退任理事及び監事に対する退職慰労

金贈呈の件

理事会に関する事項

定例理事会を10回、臨時理事会を２回、経営に関
する事項について審議決定するとともに、重要事
項について報告した。

登記に関する事項

令和４年４月　 出資の総口数及び出資総額の変更
登記

　　　　７月　 代表理事の退任、重任及び就任に
伴う変更登記

その他の主な事項

令和４年11月　 寒川支店駐車場敷地内へ災害用井
戸を設置

令和５年３月　 須賀支店新店舗グランドオープン
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●●● ●●●第80期貸借対照表令和5年3月31日現在
（単位：百万円）

（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

科 目 金　　額
（ 資 産 の 部 ）
現 金 4,352
預 け 金 133,571
買入金銭債権 434
金 銭 の 信 託 ―
有 価 証 券 222,646

国 債 21,596
地 方 債 108,239
短 期 社 債 ─
社 債 59,080
株 式 240
その他の証券 33,490

貸 出 金 242,490
割 引 手 形 2,018
手 形 貸 付 21,469
証 書 貸 付 212,969
当 座 貸 越 6,033

そ の 他 資 産 3,124
未決済為替貸 155
信金中金出資金 2,241
前 払 費 用 63
未 収 収 益 411
その他の資産 251

有形固定資産 5,302
建 物 1,922
土 地 2,726
建 設 仮 勘 定 ─
その他の有形固定資産 653

無形固定資産 213
ソフトウェア 165
その他の無形固定資産 48

前払年金費用 157
繰延税金資産 1,879
債務保証見返 1,081
貸 倒 引 当 金 △ 1,631

（うち個別貸倒引当金） （△ 1,035）
資産の部合計 613,621

科 目 金　　額
（ 負 債 の 部 ）
預 金 積 金 578,603

当 座 預 金 8,850
普 通 預 金 350,039
貯 蓄 預 金 4,701
通 知 預 金 1,990
定 期 預 金 203,594
定 期 積 金 6,305
その他の預金 3,122

借 用 金 12,600
借 入 金 12,600

そ の 他 負 債 1,291
未決済為替借 280
未 払 費 用 204
給付補塡備金 2
未払法人税等 38
前 受 収 益 270
払 戻 未 済 金 19
払戻未済持分 5
職 員 預 り 金 240
資産除去債務 14
その他の負債 215

賞 与 引 当 金 164
役員退職慰労引当金 171
睡眠預金払戻引当金 33
保証協会責任共有制度負担引当金 187
環境対策費用引当金 2
固定資産解体費用引当金 ─
再評価に係る繰延税金負債 323
債 務 保 証 1,081
負債の部合計 594,459
（純資産の部）
出 資 金 1,072

普 通 出 資 金 1,072
利 益 剰 余 金 21,964

利 益 準 備 金 1,091
その他利益剰余金 20,872

特別積立金 18,769
当期未処分剰余金 2,103

処分未済持分 △ 6
会員勘定合計 23,030
その他有価証券評価差額金 △ 4,696
土地再評価差額金 828
評価・換算差額等合計 △ 3,868
純資産の部合計 19,162
負債及び純資産の部合計 613,621
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（単位：千円）

科　　目 金　　額

経 常 収 益 6,558,660

資金運用収益 5,473,870

貸出金利息 3,657,816

預け金利息 142,887

有価証券利息配当金 1,615,242

その他の受入利息 57,923

役務取引等収益 880,067

受入為替手数料 374,273

その他の役務収益 505,793

その他業務収益 58,741

国債等債券売却益 7,314

国債等債券償還益 ─

その他の業務収益 51,427

その他経常収益 145,981

貸倒引当金戻入益 ─

償却債権取立益 ─

株式等売却益 5,691

金銭の信託運用益 ─

その他の経常収益 140,289

経 常 費 用 5,735,585

資金調達費用 90,278

預 金 利 息 88,342

給付補塡備金繰入額 657

借用金利息 ─

その他の支払利息 1,278

役務取引等費用 429,998

科　　目 金　　額

支払為替手数料 93,345

その他の役務費用 336,652

その他業務費用 288,663

国債等債券売却損 455

国債等債券償還損 167,309

国債等債権償却 ─

その他の業務費用 120,898

経 費 4,655,388

人 件 費 2,907,742

物 件 費 1,669,127

税 金 78,518

その他経常費用 271,257

貸倒引当金繰入額 73,932

株式等売却損 4,431

その他の経常費用 192,893

経 常 利 益 823,074

特 別 損 失 32,834

固定資産処分損 6,498

その他の特別損失 26,336

税引前当期純利益 790,240

法人税、住民税及び事業税 92,658

法人税等調整額 58,546

法人税等合計 151,205

当 期 純 利 益 639,034 

繰越金（当期首残高） 1,464,139

当期未処分剰余金 2,103,174
［注記事項］
注１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
　２．出資１口当たりの当期純利益金額29円79銭
　３．その他の経常利益には、保証協会責任共有制度負担引当金戻入額116,076千円を含んでおります。
　４．その他の経常費用には、保証協会責任共有制度負担引当金繰入額187,893千円を含んでおります。

 第80期損益計算書  自  令和４年４月１日
  至  令和５年３月31日
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●●● ●●●

 円
当 期 未 処 分 剰 余 金	 2,103,174,539
積 立 金 取 崩 額 	 ─

利益準備金限度超過取崩額 ─
これを下記のとおり処分する。 

剰　余　金　処　分　額	 1,026,608,274
利 　 益 　 準 　 備 　 金 ─
普通出資に対する配当金 26,608,274
特 　 別 　 積 　 立 　 金  1,000,000,000

繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ）	 1,076,566,265

上記のとおりであります。
令 和 5 年 6 月

会　　長	 石　崎　　　明
理 事 長	 尾　上　達　也
専務理事	 曽　我　和　雄
常務理事	 三　簾　隆　司
常勤理事	 長谷川　直　樹

常勤理事	 井　萱　　　誠
常勤理事　　舛　水　陽　二
常勤理事　　市　川　雅　範
理　　事　　片　野　之　万
理　　事　　鈴　木　喜　明

上記調査の結果、適法かつ正確であることを認めます。

令 和 5 年 6 月

常勤監事　　髙　山　雅　彦
監　　事　　梯　　　和　恭
監　　事　　小　林　　　仁

（注）  監事　梯　和恭は信用金庫法第32条第5項に定める員外監事であります。

第80期剰余金処分
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総　代●●●　　　　●●●

第１区（平塚市・小田原市・中郡大磯町・中郡二宮町・足柄上郡中井町）

浅 田 富 雄

浅 沼 真 一

浅 沼 　 平

麻 生 政 雄

荒 井 寿 一

安 藤 公 一

安 藤 哲 史

石 川 一 郎

石 原 健 次

井 上 雅 己

江 藤 慎 太 郎

神 山 卓 大

小 泉 光 一 郎

小 長 井 衛

小 林 　 誠

坂 部 永 資

嶋 津 　 清

清 水 孝 一

清 水 雅 広

志 村 一 浩

杉 山 　 元

髙 橋 　 實

髙 橋 幸 伸

瀧 澤 英 行

竹 内 圭 介

築 田 寿 男

常 盤 卓 嗣

長 尾 治 道

長 谷 川 辰 巳

長 谷 川 訓 章

長 谷 川 康 幸

八 田 直 人

馬 場 昭 彦

原 澤 正 侑

日 坂 壽 則

平 野 　 勝

福 澤 善 郎

福 澤 美 子

本 多 正 男

眞 壁 　 潔

松 上 潤 司

水 越 丈 二

水 島 米 子

蓑 島 　 亨

宮 代 朝 彰

向 山 久 光

渡 邉 達 比 古

（47名）
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第3区（茅ヶ崎市・藤沢市・高座郡寒川町・大和市・座間市・海老名市・綾瀬市・横須賀市・横浜市の一部）
市 川 雅 史
市 原 美 智 雄
大 島 伊 久 夫
小 栗 裕 治
尾 㟢 誠 一
落 合 孝 美
加 藤 真 一
金 子 一 茂

菊 池 　 寛
熊 切 雄 一 郎
小 島 将 勝
鈴 木 成 憲
髙 村 将 名
田 澤 英 志
田 邉 外 英
中 村 　 豊

野 口 　 隆
古 木 普 総
三 留 寿 一
望 月 克 祐
若 林 克 二
渡 邉 一 三

（22名）

総　代●●●　　　　●●●

第２区（厚木市・伊勢原市・秦野市・愛甲郡愛川町・愛甲郡清川村）
相 澤 　 誠
市 川 信 也
内 田 卓 弘
内 田 岳 伯
荻 原 　 敦
神 崎 　 進
蜘 手 忠 之
小 島 正 也

寒 河 江 清
坂 本 英 夫
鈴 木 康 弘
田 村 　 榮
葛籠貫ゆかり
難 波 郁 夫
藤 川 孝 幸
水 島 健 一

望 月 喜 代 志
山 田 　 勉
山 本 善 一
渡 部 宏 章

（20名）

朝 見 　 清
有 馬 眞 紀 子
安 西 正 行
和 泉 佳 子
川 㟢 　 孝

川 㟢 正 和
神 田 恭 宏
鈴 木 峰 陽
高 橋 　 純
中 丸 昭 広

中 丸 和 也
藤 井 勇 人
渡 辺 　 智

（13名）

第４区（相模原市・東京都町田市）

合計102名（五十音順、敬称略）
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預　金

貸出金

5,045

2,092

平成30年度末

5,111

2,113

令和元年度末

5,659

2,292

令和2年度末 令和3年度末 令和4年度末

5,715

2,332

5,786

2,424

会員数の推移（人）

預金・貸出金の推移（億円）

●●● ●●●当金庫の状況

令和4年度末

29,151

令和元年度末

29,404

令和2年度末

29,001 28,611

令和3年度末

29,079

平成30年度末

科目別預金残高の構成（令和４年度末）

貯蓄預金
0.8％

当座預金
1.5％

定期預金
35.2％

定期積金
1.1％

通知預金
0.3％

その他
0.5％

普通預金
60.5％

預金総額
5,786億円

貸出金残高の構成（令和４年度末）

証書貸付
87.8％

貸出金総額
2,424億円

割引手形
0.8％

手形貸付
8.9％
当座貸越
2.5％

科目別 業種別

金融業・保険業
2.4％

個人
38.0％

建設業
12.1％

不動産業
19.1％

その他のサービス
5.2％

卸売業・小売業
5.9%

その他
4.6％

製造業
7.3％

運輸業・郵便業
3.4％

地方公共団体
2.1％
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自己資本比率
項　　　　　目 令和5年3月末

コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目 の 額A 23,658百万円

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目 の 額B 370百万円

自 己 資 本 の 額C　C＝A−B 23,287百万円

リ ス ク ア セ ッ ト 等 の 額D 211,535百万円

自 己 資 本 比 率 C ÷ D × 1 0 0 11.00％

信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権の保全・引当状況

１ 「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開
始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対
する債権及びこれらに準ずる債権です。

２ 「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態
及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りが
できない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」に
該当しない債権です。

３ 「要管理債権」とは、信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出
金と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。

４ 「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三
月以上遅延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及
び「危険債権」に該当しない貸出金です。

５ 「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建等を図ることを目的として、
金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に
有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債
権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当しない貸出金です。

６ 「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権で
あり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「要管理債権」
以外の債権です。

７ 「担保・保証等による回収見込額」は、自己査定に基づいて計算した担保の
処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額の合計額です。

８ 「貸倒引当金」には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上してお
ります。

９ 「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「正常債権」が
対象となる債権は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及
び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該社
債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限
る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに債
務保証見返の各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の貸付
けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに
限る。）です。

（単位：百万円、%）

区分

令和４年度（令和５年３月末）

保全率
⒝ / ⒜

引当率
⒟ /(a-c)開示残高

⒜
保全額

⒝
担保・保証
等による回
収見込額⒞

貸倒
引当金

⒟
破産更生債務及び

これらに準ずる債権 857 857 575 281 100.00% 100.00%

危険債権 11,868 10,564 9,810 753 89.01% 36.63%
要管理債権 2,540 427 80 346 16.81% 14.08%

三月以上延滞債権
貸出条件緩和債権 2,540 427 80 346 16.81% 14.08%

小計（A） 15,266 11,849 10,467 1,381 77.62% 28.79%
正常債権（B） 228,377
総与信残高
（A）＋（B） 243,643
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●●●　　　　　　　　　　●●●地域振興への貢献
お客さまネットワーク
◇ 	ひらつか信友会

経営者の異業種交流・親睦を図っていただく場として平成10年
に発足し、当金庫営業エリア毎にそれぞれ経営研究会、企業視
察・見学会、親睦会などを開催しております。
◇ひらしん次世代ビジネスクラブ

本会は会員相互の交流と、経営に関する啓発・情報交換を通じ
て、時代に則した新しい経営の在り方を学ぶと共に、会員と金
庫との密接なつながりを構築し、双方の発展と繁栄を図ること
を目的としています。参加対象は原則50歳までの本会の目的に
賛同した当金庫と取引のある事業主、後継者等としています。
エリア毎の交流会や異業種交流会、勉強会、セミナーなどを開
催しております。
◇万年青会（おもとかい）

当金庫にて公的年金の振込指定をしていただいているお客さま
及び新たに振込指定をしていただいたお客さまは自動的に入会
していただくことになります。現在、旅行会企画は休止させて
いただいており、２つの特典「観劇のご案内」と「健康サポー
トプラン」を今年もご用意させていただいております。

文化的・社会的貢献
◇文化・スポーツ振興

地域振興の一環として文化・スポーツ振興に積極的に取組んで
おります。
　令和４年５月　 平塚信用金庫杯争奪親善野球大会に協賛
　　　　　６月　 湘南・県央地域の子ども達（11歳以下）がサッ

カーを通じて交流を行うサッカー大会「コパ 
ベルマーレ」に協賛

　　　　　７月　 湘南ひらつか七夕まつりに竹飾り掲出、七夕
おどりパレードに参加

　　　　　７月　 平塚市少年野球大会に協賛
　　　　　９月　 創立90周年記念ひらしんファミリーコンサー

ト〜家族で楽しむはじめてのオーケストラ〜
開催

　　　　　11月　 平塚少年柔道大会に協賛
　令和５年３月　 当金庫本支店所在の８市１町に子ども向け書

籍寄贈
　　　　　３月　 ひらつか市民スポーツフェスティバルに協賛
◇社会貢献活動

社会貢献活動の一環として献血活動などを行っております。
　令和４年４月　 ひらしん平塚文化芸術ホールにて「平塚信用

金庫×平塚市90年のあゆみパネル展」開催
　　　　　６月　 「信用金庫の日」にちなみ “愛の献血運動” “募

金活動” を実施
　　　　　９月　 SDGsの取組みとして、食品を持ち寄り、食

の支援が必要な方に届ける運動「ひらしん
フードドライブ」を実施（令和５年２月にも
実施）
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　　　　　11月　 当金庫本支店所在８市１町に子育てや教育等
に使っていただくため「創立90周年記念寄附
金〜ひらしんは子ども達の明るい未来を応援
します〜」を実施

　　　　　12月　 平塚市と連携した観光事業の一環として観光
プログラムを提供 “信金の裏側を探検” をテー
マに信用金庫体験ツアーを開催

　令和５年３月　 平塚市総合公園に創立90周年記念植樹を実施
　　　　　３月　 社会福祉法人進和学園様が取組む森林再生事

業「いのちの森づくりプロジェクト」に協賛

お客さまへの支援サービス
お客さまのさまざまなご相談にきめ細かく、お応えするためのご
相談窓口を設置しています。
◇相談センター『しあわせプラザ』
【ご相談内容】
　○年金相談　○相続・資産運用相談　○税務・法律相談

【予約・お問合せ】
　〒 254-0043 平塚市紅谷町 11 − 19（本店２F）
　☎ 0463 − 25 − 6730（平日　9：00 〜 17：00）

◇『経営サポートセンター』
【ご相談内容】
　○創業支援　○販路拡大　○補助金申請　○海外展開
　○経営改善　○事業承継　○Ｍ＆Ａ　等

【予約・お問合せ】
　〒 254-0043 平塚市紅谷町 11 − 19（本店６F）
　☎ 0463 − 24 − 3031（平日　9：00 〜 17：00）

◇『本店ローンセンター』『座間ローンセンター』
【ご相談内容】
　○住宅ローン　○マイカーローン　○教育ローン
　○リフォームローン　○カードローン　等

【予約・お問合せ】
　本店ローンセンター
　　〒 254-0043 平塚市紅谷町 11 − 19（本店２F）
　　☎ 0463 − 25 − 6378
　座間ローンセンター
　　〒 252-0024 座間市入谷東 4-55-1（座間支店内）
　　☎ 046 − 240 − 7917

【営業時間等】
　営 業 日　月曜日・火曜日・木曜日・金曜日・日曜日
　営業時間　9：30 〜 16：00
　休 業 日　水曜日・土曜日・祝日・年末年始
　　　　　　※ 年末年始（12 月 30 日〜１月３日）
　　　　　　※ ゴールデンウィーク（５月１日〜５月７日）の

日曜日
　　　　　　※ 七夕期間中の日曜日（本店ローンセンターのみ）
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◇令和４年３月　 「ひらしん平塚文化芸術ホール」オープニ
ングイベントにて当金庫の歴史を振り返る
パネル展と物産展を開催。

　　　　　５月　 湘南ベルマーレホームゲームにて90周年
記念スペシャルデーを開催。

　　　　　　　　当金庫ブースにて「90年のあゆみ」を展示。
　　　　　７月　 ひらしん90周年記念定期預金を発売。
　　　　　　　　特別金利及び地域の名産品を進呈。
　　　　　９月　 「90周年記念ひらしんファミリーコンサート 

〜家族で楽しむはじめてのオーケストラ〜」
を開催。

　　　　　10月　 ジャーナリストの池上 彰氏を講師に招き
「TRIbankひらつか信友会講演会」を開催。

　　　　　11月　 創立90周年記念式典を「ひらしん平塚文
化芸術ホール」にて開催。

　　　　　12月　 当金庫営業エリア８市１町へ記念寄付を実
施。子ども達の明るい未来を応援。

 
◇令和５年３月　 平塚市総合公園にて記念植樹を実施。社会

福祉法人進和学園様が取組む「いのちの森
づくり」プロジェクトと連携。

　　　　　６月　普通出資に対する記念配当を実施。
　　　　　　　　 会員さまへの感謝の気持ちを表すため、令

和5年3月期決算の出資配当について、昨
年度実績2.0％に90周年記念配当率0.5％
を加え、年2.5％の配当を実施。

●●●　　　　　　　　　　　　●●●創立90周年記念行事
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1．出資の意味について
　　銀行における自己資本つまり株式に相当するものが協同

組織である信用金庫の場合、会員（個人又は法人）の出資
金でありますが、出資は株式のように市場に公開されてい
ないため、時価で売買することはできませんが、信用金庫
の承認を得て譲渡するか、法定脱退、自由脱退という手続
きが定められています。このことより出資取得は利殖目的
ではなく、金庫の経営を支えていく会員の一人になってい
ただくということです。
2．会員の権利について
　　会員に対しては金庫の経営状況を毎年報告します。ま

た、会員は会員の代表者である総代を選出する権利があり
ます。総代会は金庫の経営上の重要事項を決定していく組
織であり、会員は総代を通じて経営に参画することとなり
ます。
3．脱退について

　①自由脱退：持分の譲渡による脱退です。譲渡人が見つ
からない場合は、金庫が持分を譲受します。

　※金庫から融資を受けている時は脱退できません。
　②法定脱退：会員たる資格の喪失による脱退です。地区

外転居・死亡又は解散・破産手続き開始の決定・除名
等によります。

4．出資のリスクについて
　　出資金は預金とは異なり預金保険制度の保護の対象外で

す。また会員脱退時における資金化には譲渡の申込みをさ
れた後、譲受人が見つからない場合は脱退申込をいただい
てから６ヵ月をこえる事業年度末に、金庫の承認があって
脱退できることになります。

　※ その他出資金についてご不明な点がございましたら、お
取引店にお問い合せください。

5．長期所在が不明である会員の除名手続きについて
　　去る平成26年９月19日に信用金庫法施行規則が改正さ

れ、定款に長期間所在が不明とされる会員（以下、「所在
不明会員」といいます。）の方の除名に関する事項を定め
ることができることとされました。

　　所在不明会員の方とは、次の①〜③の全てに該当する会
員の方で、これらの方は総代会において除名となることが
ございます。

　①　５年以上継続して当金庫の事業を利用していない方。
　②　 当金庫の通知書又は催告が５年以上継続して到達しな

かった方。
　③　 当金庫への届出住所等に所在していないことが確認で

きた方。

●●● ●●●「出資金」についてご理解いただきたいこと



店 舗 一 覧
平塚中央エリア
　本店営業部	 平塚市紅谷町11－19	 ☎0463（23）1234㈹
ビーチエリア
　花水支店	 平塚市菫平9－16	 ☎0463（32）2548㈹
　須賀支店	 平塚市札場町12－15	 ☎0463（21）3172㈹
　南口支店	 平塚市八重咲町2－4	 ☎0463（24）2345㈹
追分エリア
　追分支店	 平塚市豊原町7－18	 ☎0463（32）0304㈹
　中原支店	 平塚市中原2－24－23	 ☎0463（31）6481㈹
旭エリア
　旭支店	 平塚市徳延750	 ☎0463（34）2311㈹
金目・秦野エリア
　金目支店	 平塚市南金目1066－2	 ☎0463（59）1570㈹
　東海大学駅前支店	 秦野市南矢名1－12－16	 ☎0463（78）0111㈹
銀河エリア
　八幡支店	 平塚市東八幡2－7－5	 ☎0463（21）3022㈹
　神田支店	 平塚市田村5－8－34	 ☎0463（55）1500㈹
寒川エリア
　寒川支店	 高座郡寒川町岡田1－11－2	 ☎0467（74）5151㈹
厚木南エリア
　厚木支店	 厚木市中町1－5－10	 ☎046（221）2811㈹
　愛甲石田支店	 厚木市愛甲1－4－19	 ☎046（248）1313㈹
厚木北エリア
　荻野支店	 厚木市下荻野473－1	 ☎046（242）3611㈹
　妻田支店	 厚木市妻田西2－15－22	 ☎046（224）5115㈹
伊勢原エリア
　伊勢原支店	 伊勢原市桜台1－12－2	 ☎0463（96）1511㈹
相模原北エリア
　相模野支店	 相模原市中央区陽光台4－23－5	 ☎042（757）2600㈹
　相模原中央支店	 相模原市中央区星が丘1－10－6	 ☎042（769）6000㈹
相模原南エリア
　相模台支店	 相模原市南区南台5－12－20	 ☎042（744）1331㈹
大和南エリア
　桜ヶ丘支店	 大和市福田1－8－7	 ☎046（269）8530㈹
大和北エリア
　南林間支店	 大和市南林間7－12－2	 ☎046（274）4927㈹
座間・海老名エリア
　座間支店	 座間市入谷東4－55－1	 ☎046（254）6111㈹
　海老名支店	 海老名市東柏ヶ谷2－2－11	 ☎046（231）1088㈹
相談センター
　「しあわせプラザ」	 平塚市紅谷町11－19	 ☎0463（25）6730　　
本店ローンセンター	 平塚市紅谷町11－19	 ☎0463（25）6378　　
座間ローンセンター	 座間市入谷東4－55－1	 ☎046（240）7917　　
経営サポートセンター	 平塚市紅谷町11－19	 ☎0463（24）3031　　
店舗外現金自動預金支払機（ATM）キャッシュサービスコーナー
・OSC湘南シティ出張所
・平塚駅東口改札内出張所
・平塚駅西口出張所
・本宿出張所
・ららぽーと湘南平塚出張所
・平塚市役所・平塚税務署出張所
・しまむらストアー中原御殿店出張所

https://www.shinkin.co.jp/hiratuka/


